
5-11歳の新型コロナワクチンの開始に向けて
今わかっている⼦どもの新型コロナウイルス感染症と
ワクチンについて

監修：新潟⼤学⼩児科学教室 2022年2⽉14⽇までのデータに基づいて作成

新型コロナは⼦どもにも感染し、⼦ども同⼠でも
広がる感染症です

『5-11歳の新型コロナワクチンについて』
でより詳しく解説しています。
是⾮そちらもご参照ください。

5-11歳はファイザー製ワクチンを2回接種します 5-11歳の⼦どもの新型コロナワクチンの副反応は、
12-15歳の⼦ども・成⼈よりも頻度が低いです

1回⽬
0.2mL

2回⽬
0.2mL3週間

他の種類のワクチンとは前後2週間以上
間隔を空けて接種します
同時接種はできません
12歳以上のワクチンと製剤が異なり、
mRNA成分は1/3の10μgです
mRNAワクチンの仕組みについては
こちらのマンガをご参照ください
(新潟⼤学⼩児科学教室がマンガで解説しています)

ワクチン接種は、新型コロナウイルスから
⼦どもたちを積極的に守る有効な⼿段です

12歳以上と⽐べてだるさや発熱、頭痛などの
全⾝症状が少なかったです(特に2回⽬の接種)。

①：1回⽬②：2回⽬

5-11歳の⼦どもの新型コロナワクチンによる
⼼筋炎の頻度はまれです

新潟県の5-11歳の⼈⼝は約11万7千⼈ですので、
全員に接種しても、0.2−0.4⼈程度の発⽣率です。

⼦どもの場合、無症状や軽症が多いですが、
まれに重症化することもあります

感染⼒が⾮常に強い変異ウイルスの出現により、
⼦ども同⼠の感染が増え、保育園・幼稚園や学校で
クラスターが発⽣しています

特に基礎疾患のあるお⼦さんが感染すると重症化する
ことがあります。
新型コロナに感染して2-6週経ったところで
⼼臓を中⼼とした全⾝の⾎管に炎症をきたし、
⾮常に重篤な状態になる⼩児多系統炎症性疾患(MIS-C)
を⽣じることがあります。

感染しても
主に無症状や軽症

まれに重症化し、
集中治療室で治療が
必要になることもある

⼦どもにも後遺症(Long COVID)を⽣じることが
あります

⼦どもが感染すると家族も隔離対象になります

⼦どもの新型コロナウイルス
感染症の後遺症として、
だるさや呼吸苦、筋⾁痛、
睡眠障害、胸痛、頭痛、
脱⽑、腹痛など、様々な
症状が報告されています。

保育園・幼稚園や学校で
⼦どもが感染した場合、
家族は濃厚接触者となり、
⼀定期間、隔離が必要に
なります。

自宅待機

新潟県医師会
⼦どもの新型コロナウイルス感染症について

5-11歳の新型コロナワクチンについて

QRコードをスマホで
読み込んで下さい

⼦どもへのワクチン接種には、⼦ども⾃⾝を守ること、
家族や友達など周囲の⼈々への感染伝播を減らすこと、
園・学校などでの継続した教育の機会を確保すること
が期待されます。
インフルエンザや⽔痘などの病気もほとんどの
お⼦さんは軽症で済みますが、まれに重症化するため、
それを予防するために⽇本の⼦どもたちはワクチンを
接種しています。
また、⼦どもの新型コロナ感染者が増加すると、
⼀定の率で重症化したり、後遺症を残すお⼦さんが
増えます。したがって、ワクチンを接種しないという
ことが、リスクのない安全な選択とは⾔えません。

筋⾁痛 だるさ 発熱 頭痛

(⼈)

2回⽬の接種までに
12歳の誕⽣⽇を
迎えた場合も
同じ製剤を
接種します

⽇本⼩児科学会HPに、考慮すべき
基礎疾患などについて公表されています

http://www.jpeds.or.jp/modules/activity/index.php?content_id=409
https://drive.google.com/file/d/1VwUrRBGXiJZ0l5U5eeJiDEYB7LUFHC9Z/view?usp=sharing
https://twitter.com/niigata_u_ped/status/1444473397874810884?s=21

